
データの利活用による
コミュニティバスの利便性向上

「標準的なバス情報フォーマット」に基づいた

GTFSデータの作成から経路検索サイトへの掲載方法
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事業概要

・出張先・旅行先での公共交通機関の経路などを調
べる場合「インターネット等の経路検索サイト」
を用いる者の割合が56.6％となっている。

（出典：H28.12 内閣府「公共交通に関する世論調査」）

・地域公共交通の維持・確保を図るため、市町村等
ではコミュニティバス等を運行している。

新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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現 状

＜県内のコミュニティバスの運行状況＞
運行市町村 22市町村
運行路線数 152路線
（出典：H30.6 新潟県調査）



事業概要 新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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課 題

経路検索事業者によるデータ整備が進められている。
・ナビタイムが全国バス会社カバー率100%を宣言
・ジョルダンが778社のバス事業者をサポート

全国のバス事業者は2,000超
（出典：国土交通省「平成30年度版交通政策白書」）

コミュニティバス等は、経路検索サイト等への掲載が
行なわれていないケースが多い。

＜県内コミュニティバスの掲載状況＞
経路検索サイト掲載市町村 3市町村
経路検索サイト掲載路線数 45路線

（出典：H31.2 IT&ITS推進協議会調査）

しかし、実態は



事業概要

・コミュニティバスの経路検索サイトへの掲載を促すための
取組を行い、バス利用者の利便性向上とコミュニティバス
の利用促進を図る。

新潟県IT&ITS推進協議会事務局

目 的
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（出典：ナビタイム）



実施概要 新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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※１ 公共交通機関の時刻表とその地理的情報に使用される共通形式を定
義したデータ

※２ 本事業により2団体15路線のバス情報が新たに掲載され、2団体22路
線のバス情報が掲載手続き中（R1.5時点）

バスデータ収集

GTFSデータ(※1)作成

経路検索事業者へ

バス情報提供

経路検索サイトへ掲載(※2)

左記の過程を検証し、
マニュアル化



実施概要（経路検索サイトへの掲載） 新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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加工されたGTFSデータ

新潟市提供データ

掲載結果（出典：ジョルダン）

時刻表データ



上越市 名立区 東飛山線

実施概要（経路検索サイトへの掲載） 新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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掲載結果

（出典：ナビタイム）
上越市提供データ フォーマット入力データ

（位置座標）

バス停位置座標データ



実施概要（業務フロー） 新潟県IT&ITS推進協議会事務局
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１ 基礎資料の収集

（バス停情報・路線図・時刻表・運賃表など）

２ GTFSデータへの変換ツール等のダウンロード

３ GTFSデータへの変換ツールへのバス情報入力・チェック

４ GTFSデータの出力・チェック

５ 経路検索事業者との契約

６ 経路検索事業者へのデータ送付
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成果 新潟県IT&ITS推進協議会事務局

・今回作成したマニュアル（※）を参照することで、
専門知識がなくても、経路検索サイトへの掲載が可
能である。

・バス利用者の利便性が向上し、コミュニティバスの
利用促進が期待できる。
併せてオープンデータ活用の推進も期待される。

※近日中にIT&ITS推進協議会ホームページに掲載予定
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ご清聴ありがとうございました。


